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現
図
虚
空
蔵
院
は
主
尊
虚
空
蔵
菩
薩
を
中
央
に
、
向
つ
て
左
に
千
手

千
眼
観
自
在
菩
薩
、
向
つ
て
右
に

一
百
八
壁
金
剛
蔵
王
菩
薩
を
配
し
て

い
る
。

こ
の
主
要
尊
の
間
に
、
上
段
に
十
波
羅
蜜
菩
薩
、
下
段
に
は
共

発
意
転
法
輪
以
下
九
尊
を
配
し
て
い
る
。
尚
こ
の
下
方
に
は
蘇
悉
地
院

が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
虚
空
蔵
院
の
構
成
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
の

で
虚
空
蔵

院
の

二
部
と
し
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。
本
研
究
は
こ
れ
等
の

尊
像
が
い
か
な
る
世
界
を
象
徴
し
よ
う
と
す
る

の
か
を
明
か
に
し
た

い
。現
図
虚
空
蔵
院
は
他
の
胎
蔵
系
虚
空
蔵
部
の
マ
ン
ダ
ラ
と
対
比
し
て

も
、
ま
た
大
日
経
に
照
ら
し
て
も
大
き
く
異

つ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

諸
説
不
同
記
や
現
図
抄
私
等
の
解
説
書
を
見
て
も
諸
説
が
錯
乱
し
て
お

り
、
そ
の
ま

民
で
は
資
料
と
し
て
使
用
出
来
な
い
。
そ
こ
で
先
づ
大
日

経
の
記
載

と
、
そ
れ
に
基
い
て
発
展
的
に
構
成
さ
れ
た
虚
空
蔵
部
の
諸

マ
ン
ダ
ラ
の
配
位
を
考
察
し
、

マ
ン
ダ
ラ
を
貫
く
基
本
精
神
を
把
み
、

現
図
が
ど

の
よ
う
な
思
想
を
生
か
し
発
展
し
て
構
成
し
た
か
を
見
て
い

こ
う
。

大
日
経
に
は
虚
空
蔵
部
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ

て
い
る
。
具
縁
品
で
は
漢
訳
、
蔵
訳
と
も
に
虚
空
蔵
、
虚
空
無
垢
、
虚

(第1図) 現図虚空蔵院
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〇

(
1
)

空
慧
、
清
浄
慧
、
行
慧
、
安
慧
の
六
尊
。
普
通
真
言
蔵
晶
は
漢
訳
、
蔵

(
2
)

訳
と
も
に
具
縁
品
と
同
様
六
尊
の
記
述
と
真
言
が
記
さ
れ
て
い
る
。
密

(
4
)

印
品
で
は
二
訳
の
間
に
相
違
が
あ
る
。
漢
訳

で
は
虚
空
蔵
、
虚
空
無
垢

は
刀
、
虚
空
慧
は
輪
、
清
浄
慧
は
商
怯
、
行
慧
は
蓮
華
、
安
住
慧
は
青

(
4
)

蓮
の
象
徴

が
示
さ
れ
て
い
る
。
蔵
訳
で
は
虚
空
蔵
を
先
に
出
し
、
改
め

て
聖
虚
空
蔵
は
剣
印
、
虚
空
慧
は
輪
印
、
清
浄
慧
は
商
怯
、
行
慧
は
蓮

華
、
虚
空
無
垢
は
青
蓮
、
安
慧
は
金
剛
の
象
徴
を
示
し
て
い
る
。
剣
の

象
徴
す
る
も
の
は
漢
訳
で
は
虚
空
無
垢
、
蔵

訳

で
は
聖
虚
空
蔵

で
あ

る
。
青
蓮

の
象
徴
す
る
も
の
は
漢
訳
で
は
安
住
慧
、
蔵
訳
で
は
虚
空
無

垢
と
な
る
。
金
剛
の
象
徴
す
る
も
の
は

蔵
訳
で
は
安
慧

と
な
つ
て
お
り
、
漢
訳

の
青
蓮
華
と
は
異
つ
て
い
る
。
次
に
秘

密
品
で
あ
る
が
漢
蔵
二
訳
と
も
密
印
品

の
記
述
と

二
つ
ず
れ
て
い
る
。
虚
空
蔵

は
大
慧
刀
、
虚
空
無
垢
は
輪
印
、
虚
空

慧
は
商
怯
、
清
浄
慧
は
白
蓮
、
行
慧
は

車
渠
宝
上
青
蓮
、
安
慧
は
金
剛
蓮
と
な

(
5
)

つ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
経
典
そ
の
も

の
に
密
印
品
と
秘
密
晶
の
記
述
の
矛
盾

が
あ
り
、
ま
た
密
印
品
の
中
で
も
漢
蔵

二
訳
の
問
に
相
違
が
あ
る
。
こ
の
た
め

に
虚
空
蔵
部
の

マ
ン
ダ
ラ
が
複
雑
に
な

り
、

マ
ン
ダ
ラ
を
解
明
す
る
上
に
様
々
な
憶
説

が
な
さ
れ
た

の
で
あ

る
。
し
か
し
経
の
虚
空
蔵
部
の
主
要
尊
は
虚
空
蔵

を
始
め
、
虚
空
無

垢
、
虚
空
慧
、
清
浄
慧
、
行
慧
、
安
慧

の
六
尊

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は

言
え
よ
う
。

で
は
こ
れ
等
の
主
要
六
尊
を
胎
蔵

系
の
虚
空
蔵
部

マ
ン
ダ

ラ
で
は
ど
の
よ
う
に
配
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

第
二
図
の
配
位
の
仕
方
を
見
る
と
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
配
位
が
あ

る
。
A
系
配
位
と
し
て
 
b
u
d
d
h
a
-
g
u
h
y
a
 

の
疏
に
見
ら

れ
る
よ
う
に

虚
空
蔵
を
中
心
と
し
て
経
典
記
載
の
順
に
虚
空
無
垢
と
虚
空
慧
を
主
尊

の
右
に
、
清
浄
慧
以
下
の
尊
を
順
次
左
に
配
し

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

(第2図) 虚空蔵部のマンダラ
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B
系
の
配
位
 
(善
無
畏
系
)
 は
各
尊
を
左
右
に
振
り
分
け

る
方
法

で
あ

る
。
例
え
ば
漢
訳
大
日
経
疏
で
は
虚
空
無
垢
を
右
に
、
虚
空
慧
を
左
に

と
交
互
に
配
し
て
い
る
。
摂
大
軌
、
広
大
軌
を
始
め
阿
闇
梨
所
伝
の
マ

ン
ダ
ラ
も

こ
の
B
系
に
属
す
る
。
と
こ
ろ
が
問
題

は
胎
蔵
図
像

で
あ

る
。
胎
蔵
図
像
の
尊
像
を
見
て
み
よ
う
。
虚
空
蔵
は
無
く
、
虚
空
無
垢

は
刀
、
虚
空
慧
は
輪
、
清
浄
慧
は
商
怯
、
思
は
蓮
華
、
出
現
智
は
青
蓮
、

安
恵
は
金
剛
、
執
蓮
花
は
蓮
上
三
股
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
等
各
尊
の

シ
ン
ボ
ル
を
経
典
に
照
ら
し
て
み
る
と
密
印
品
の
記
述
に
準
拠
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
若
し
こ
の
シ
ン
ボ
ル
を
も
と
に
し
て
秘
密
品
に
準

拠
さ
せ
る
と
す
れ
ば
密
印
品

の
記
述
と

二
つ
ず
れ
て
次
の
〔
〕
の

よ

う
に
な

る
。

虚
空
無
垢

〔虚
空
蔵
〕
。
虚
空
慧

〔
虚空
無
垢
〕
。
清
浄
慧

〔虚
空
慧
〕
。

思

〔清
浄
慧
〕
。出
現
智

〔行
慧
〕
。
安
慧

〔安
慧
〕
と
な
る
。
こ
の
よ
う

に
胎
蔵
図
像
の
尊
名
を
秘
密
品
に
準
拠
さ
せ
、
中
央
の
瓶
を
虚
空
無
垢

〔虚
空
蔵
〕
と
同

二
と
見
傲
せ
ば
胎
蔵
図
像
の
配
位
は
全
く
B
系
配
位

と

一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
虚
空
蔵
部
の
諸

マ
ン
ダ
ラ
は
外
見
上
は

様

々
な
異
図
に
展
開
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
本
質
的
に
は
経
の
基

本
線
を
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
く
、
経
の
主
要
六
尊
を
も
つ
て
構
成
さ

れ
た
マ
ン
ダ
ラ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
つ
て
現
図
に
お
い
て

も
こ
の
基
本
線
は
貫
か
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
こ

民
で
虚
空
蔵
部
の
諸
尊
の
形
態
を
密
印
品
に
よ
つ
て
名
つ
く

べ
き
か
又
秘
密
品
に
ょ

つ
て
決
定
す
べ
き
か
の
問
題
が
生
じ
て
来
た
。

古
来
こ
の
密
印
品
と
秘
密
品
の
相
違
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
説
明
し
て

来
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
先
づ
大
悲
胎
蔵
三
昧
耶

マ
ン
ダ
ラ
を
見
て

み
よ
う
。

こ
の
マ
ン
ダ
ラ
は
経
の
秘
密
品
に
よ

つ
て
各
尊
の
象
徴
で
あ

(
6
)

る
三
昧
耶
形
を
掲
げ
て
い
る
。
し
か
し
胎
蔵
図
像
と
異
る
た
め
に
 
(
)

内
の
伝
承
が
あ
る
。
剣

は
虚
空
慧
 
(疏
の
虚
空
蔵
、
胎
蔵
図
像
の
虚
空
無

垢
)
。
輪
は
虚
空
浄
 
(疏
の
虚
空
無
垢
、
胎
蔵
図
像
の
虚
空
慧
)
。
商
怯
は
虚

空
慧
 
(或
本
虚
空
意
楽
、
胎
蔵
図
像
の
清
浄
慧
)
。
蓮
は
清
浄
慧
 (胎
蔵
図
像

の
思
)
。
車
渠
宝
上
の
蓮
は
大
慧
 
(疏
の
行
慧
、
胎
蔵
図
像
の
出
現
智
)
。

三
股
杵
は
妙
慧
 (又
善
慧
、
疏
の
安
慧
、
胎
蔵
図
像
の
安
慧
)
 と
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
大
悲
胎
蔵

マ
ン
ダ
ラ
は
大
日
経
の
秘
密
品
に
準
拠
し
て
画
か

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
密
印
品
の
系
統
に
準
拠
し
た
胎
蔵
図
像
と
は
各
尊

の
名
称
が
異
る
た
め
に
 
(
)
 に
示
し
た
よ
う

に
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

次
に
胎
蔵
法
の
印
言
を
み
て
み
よ
う
。
例

え
ば
虚
空
無
垢

の
印
は

大
慧
刀
の
印
。
真
言
は
経
の
漢
訳
密
印
品

の
真

言
を
出
し
て

い
る
。

《N
a
m
a
h
 
s
a
m
a
n
t
a
-
b
u
d
d
h
a
n
a
m
 
g
a
g
a
n
a

(
7
)
h
a
》
以上
の
如
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
玄
法
寺
軌
、
青
竜
寺

軌

の
真
言
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
《N
a
m
a
h
 
s
a
m
a
n
t
a

(
8
)

(
h
a
m
)
 
q
a
g
a
n
a
-
a
n
a
n
t
a
 
g
o
c
a
r
a
 
s
v
a
h
a
》
と

な

っ
て
 (訂
ぢ
)
 と

い
う
種
子
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
種
子
は
普
通
真
言
蔵
品
に
見
ら

れ
る
。
そ
の
真
言
は
次
の
通
り

で
あ

る
。
《
N
a
m
a
a
h
 
s
a
m
a

(
9
)

d
h
a
n
a
m
 
h
a
m
》
で

あ
る
。
虚
空
慧
以
下
の
印

言
も
同
様

で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
見
る
と
密
密
印
品
と
秘
密
品
の
矛
盾
を
追
求
せ
ず
に
双
方
を

胎
蔵

マ
ン
ダ

ラ
虚
空
蔵
院

の
思
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(
八

田
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四
五
二

と
り
ス
れ
る
形
で
虚
空
蔵
部

の
尊
は
伝
承
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
、

さ
て
胎
蔵
図
像
は
そ
の
尊
像
を
画
く
に
あ
た
つ
て
不
空
羅
索
神
変
真

言
経
の
思
想
に
基
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
経
は
虚
空
無
垢
は
蓮
華
台
上

竪
剣
、
虚
空
慧
は
輪
、
清
浄
慧
は
螺
、
行
慧
は
開
蓮
華
の
象
徴
が
示
さ

(
1
0
)

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
日
経
の
密
印
品
の
記
述
と

一
致
す
る
。
そ
れ
故

二
応
密
印
品
を
基
礎
に
し
て
尊
名
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か

し
大
悲
胎
蔵
三
昧
耶

マ
ン
ダ
ラ
を
始
め
善
無
畏
系
の
諸
マ
ン
ダ
ラ
に
は

秘
密
品
に
基
く
マ
ン
ダ
ラ
も
あ
り
、
こ
の
両
者
を
峻
別
し
て
い
な
い
た

め
に
双
方

の
立
場
を
見
て
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
今
胎
蔵
図
像
、
大
悲
胎

蔵
三
昧
耶

マ
ン
ダ
ラ
、
密
印
品
、
秘
密
晶
を
対
照
す
れ
ば
次
の
通
り
と

な
る
。(胎
蔵
図
像
)
 

(三
昧
耶
マ
ン
ダ
ラ
)
 

(密
印
品
)
 

(秘
密
品
)

虚
空
無
垢

虚
空
慧

刀

虚
空
蔵

虚
空
蔵

虚
空
慧

虚
空
浄

輪

虚
空
慧

虚
空
無
垢

清
浄
慧

虚
空
慧

螺

清
浄
慧

虚
空
慧

思

清
浄
慧

蓮

行

慧

清
浄
慧

出
現
智

大

慧

青
蓮

蔵
駅

無
垢

漢
訳

安
慧

行

慧

筆

彗
爬

安

彗
心

金
岡
、

蔵
訊

安
慧

安

慧

執
蓮
華

以
上
の
関
連
か
ら
見
て
現
図
の
尊
像
と
対
比
し
て
み
よ
う
。
輪
を
持

っ
共
発
意
転
輪
は
秘
密
品
の
虚
空
無
垢
に
担
当
し
、
螺
貝
を
示
す
生
念

処
は
秘
密
品
の
虚
空
慧
に
相
当
す
る
。
急
怒
鉤
観
自
在
、
不
空
鉤
観
自

在
は
大
日
経
記
述
の
尊
と
は
関
係
が
な
い
。
こ
れ
等
の
尊
は
千
手
観
音

の
春
属
で
あ
る
。
虚
聖
蔵
の
向

つ
て
右
側
、
蓮
を
持
つ
無
垢
逝
、
同
じ

く
蓮
を
持
つ
蘇
婆
呼
、
独
股
杵
を
持

つ
金
剛
針
は
密
印
品
の
清
浄
慧
、

行
慧
、
安
慧
に
相
当
す
る
尊
と
し
て
代
置
せ
ら
れ
た
も
の
と
み
る
こ
と

が
出
来
る
。
し
か
し
、
共
発
意
転
輪
 
s
a
h
c
i
t
t
o
t
p
a
d
a

生
念
処
。
s
m
r
t
i
s
a
j
a
t
y
a
 

は
そ
の
名
か
ら
し
て
も
秘
密
品
の
虚
空
無
垢
、

虚
空
慧
と
は
異
る
尊
で
あ
る
し
、
ま
た
蘇
婆
呼

は
蘇
悉
地
伽
羅
と
と
も

に
陀
羅
尼
集
経
で
は
金
剛
蔵
の
春
属
と
し
て
出

る
尊
で
あ
る
。
金
剛
蔵

の
春
属
と
見
倣
さ
れ
る
尊
に
は
曼
茶
羅
菩
薩
、

金
剛
針
、
蘇
悉
地
院
に

配
さ
れ
て
い
る
金
剛
明
王
、
金
剛
将
、

並
に
金
剛
軍
茶
利
が
あ
る
。
現

図
で
は
金
剛
蔵
は
千
手
観
音
と
の
対
応
上
、
百

八
管
像
が
示
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
春
属
と
し
て
以
上
の
各
尊
が
虚
空
蔵
院
の
金
剛
部
の
徳
を
示

す
も
の
と
し
て
再
編
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中

で
経
の
精
神
を
最
も
よ

く
示
す
尊
と
し
て
虚
空
蔵
の
近
く
に
無
垢
逝
、
蘇
婆
呼
、
金
剛
針
が
配

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

今
迄

一
応
主
尊
虚
空
蔵
に
は
ふ
れ
な
か
つ
た
が
現
図
で
は
五
仏
の
宝

冠
を
著
し
、
右
手
剣
、
左
手
蓮
上
の
宝
珠
を
示
し
て
い
る
。
五
仏
宝
冠

は
大
日
経
を
離
れ
て
金
剛
頂
経
の
濃
厚
な
思
想

の
流
入
を
認
め
る
の
で

あ
る
。
更
に
現
図
虚
空
蔵
院
の
十
波
羅
蜜
と
、
千
手
観
音
と
の
関
係
を

探
れ
ば
金
剛
頂
喩
伽
千
手
千
眼
観
自
在
菩
薩
修

行
儀
軌
経

(略
し
て
千

手
軌
)
が
考
え
ら
れ
る
。
胎
蔵
法
の
十
波
羅
蜜

の
印
言
は
こ
の
千
手
軌

に
基
く
。
ま
た
現
図
抄
私
も
こ
の
儀
軌
を
引
用
し
て
い
る
。
千
手
観
音
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に
つ
い
て
は
複
雑
な
問
題
を
含
む
た
め
に
詳
細
な
論
述
は
避
け
る
が
主

要
経
軌

の

二
つ
に
補
陀
洛
海
会
軌
 
(大
正
・
二
〇
六
七
)
 が
あ
る
。

こ
の

中

に
千
手
の
春
属
と
し
て
急
怒
鉤
、
不
空
鉤
、
十

二
面
、

二
髪
羅
刹
等

の
名
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
現
図
の
虚
空
蔵
院
や
蘇
悉
地
院
に
配
さ
れ

て
い
る
尊
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
主
尊
虚
空
蔵
菩
薩
そ
の
も
の

が
大
日
経
を
離
れ
て
、
新
し
く
両
部
の
思
想
を
と
り
入
れ
た
虚
空
蔵
菩

薩
と
し

て
再
生
さ
れ
て
い
る
。
尚
蘇
悉
地
院

の
不
空
金
剛
、

不
空
供
養

宝
は
如
意
宝
珠
の
徳
を
示
す
尊
で
あ
る
か
ら
虚
空
蔵
菩
薩
の
春
属
と
み

る
こ
と
が
出
来
る
。
孔
雀
王
母
菩
薩
は
密
教
で
は
孔
雀
明
王
画
像
壇
場

儀
軌
に
四
壁
像

の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
現
図

の
二
壁
像

の
経
軌

は
見
ら
れ
な

い
。

以
上
概
観
し
た
と
こ
ろ
に
よ
り
虚
空
蔵
院
は
か
な
り
複
雑
な
問
題
を

含
ん
で

い
た
。
先
づ
経
の
秘
密
品
の
虚
空
無
垢
以
下
の
諸
尊
を
そ
れ
ぞ

れ
共
発
意
転
輪
、

生
念
処
、
無
垢
逝
、
蘇
婆
呼
、
金
剛
針

の
諸
尊
で
代

置
し
、

新
な
性
格
を
附
与
し
て
経
の
精
神
を
示
そ
う
と
し
た
。
し
か
し

そ
れ
よ
り
も
重
要
な
こ
と
は
五
仏
宝
冠
の
虚
空
蔵
と
千
手
、
金
剛
蔵
王

と
の
関
係

で
あ
り
、
更
に
は
中
台
の
大
日
と
千
手
、
金
剛
蔵
と
の
関
係

を
明
示

し
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
美
術
研
究
所
報
告

「高

尾

マ
ン
ダ

ラ
」
(
六
八
頁
)
 の
中
で
秋
山
光
和
氏
、
柳
沢
孝
氏
は
千
手
観

音
と
金
剛
蔵
王

の
形
態
を
述
べ
、
「
そ
の
円
形

の
光
背
の
大
き

さ
が
、

千
手
観
音
像
と
も
、

ま
た
中
台
の
中
尊
と
も

二
致
す
る
こ
と
は
、
胎
蔵

界
曼
茶
羅
構
成
の
原
則

の

二
端
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
」
と
報

告
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
仏
蓮
金
の
三
部

二
体
の
円
満
し
た
世
界
を

示
そ
う
と
し
た
意
図
が
う
か
が
え
る
。
虚
空
蔵

の
象
徴
す
る
般
若
空
の

世
界
は
経
典
の

二
虚
空
蔵
部
の
世
界
を
象
徴
す

る
に
止
ら
ず
、
空
の
無

限
的
包
括
性
の
故
に
経
の
全
体
を
貫
く
般
若

の
精
神
を
こ
こ
に
示
し
た

も
の
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
大
悲
胎
蔵

マ
ン
ダ
ラ
と
は
主
体
的
に
は

如
来
蔵
の
開
顕
し
た
世
界
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
煩
悩
断
尽
の
波
羅
蜜

行
で
あ
り
、
大
悲
に
融
即
す
る
空
の
世
界
で
あ
る
。

こ
の
思
想
の
体
系

を
虚
空
蔵
と
千
手
、
金
剛
蔵
王
、
十
波
羅
蜜
。

更
に
は
中
台
八
葉
院
の

大
日
と
の
関
連
に
お
い
て
示
そ
う
と
し
、
経
の
虚
空
蔵
部
の
諸
菩
薩
を

新
な
密
教
の
諸
尊
を
も
つ
て
代
置
し
、
文
字
通
り
融
通
無
碍
な
る
虚
空

の
世
界
を
表
示
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

1
 
大
正

1
8
・
八
・
c
北
京

5
・
二
四
七
-
二
-
二

2
 
大
正

1
8
・
二四
・
a
北

京

5
・
虚
空
蔵

二
五
〇
-
五
-
六

無
垢

二
五
一
-
五
-
五

3
 
大
正

1
8
・
二六
・
b
無

垢
以
下
は

1
8
・
二八
・
a

4
 
北
京

5
・
二
五
九
-
三
-
三

無
垢
以
下

二
六
〇
-
二
-
五

5
 
大
正

1
8
・
三六
・
a
北

京
5
・
二
六
五
-
二
-
二

6
 
大
正
図
2
・
三

八
四
以
下

7
 
栂
尾
祥
雲
氏

秘
密
事
相
の
研
究

四
五
八
、
真
言
は

大
正

1
8
・

二
八
・
a

8
 
大
正

1
8
・
一五
六
・
b
1
8
・
二
二
八
・
a

9
 
大
正

1
8
・
二七
・
a

1
0
 大
正

2
0
・
二七
一
・
a

(
昭
和
四
十
三
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
奨
励
研
究
に
基
く
研
究
成
果
)

胎
蔵

マ
ン
ダ

ラ
虚
空
蔵
院

の
思

想
 
(
八

田
)
 

四
五
三
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